
 

                         
 

  
 

                           

 

少
年
少
女
会 

「 

鏡 

開 

き 

」 
 

お
正
月
気
分
明
け
や
ら
ぬ
一
月
六
日
、
加
治

木
教
会
で
は
少
年
少
女
会
「
鏡
開
き
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
ま
た
翌
日
の
七
日
は
「
七
草
」
。

そ
の
た
め
七
種
類
ほ
ど
の
材
料
で
た
こ
焼
き

を
焼
く
「
七
種(

な
な
く
さ)

た
こ
焼
き
」
を
し

ま
し
た
。 

開
会
儀
礼
で
は｢

鏡
開
き｣

や｢

七
草｣

の
意

味
や
由
来
に
つ
い
て
の
お
話
し
で
し
た
。 

開
会
儀
礼
後
の
ゲ
ー
ム
は
「
か
る
た
取
り
」

お
正
月
ら
し
い
遊
び
で
す
。
し
か
し
、
大
人
に

な
る
と
、
子
供
た
ち
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
と
う
て

い
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
、
子
供
た
ち
が
二
十
枚

く
ら
い
取
っ
て
い
る
間
に
、
大
人
は
三
枚
ほ
ど

で
し
た
。 

「
七
草
」
は
、
幼
児
期
を
無
事
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
感
謝
を
さ
さ
げ
、
い
っ
そ
う
の
健

康
な
成
長
を
祈
願
す
る
行
事
で
、
江
戸
時
代
は

進
ん
だ
医
療
や
薬
が
な
か
っ
た
た
め
、
子
供
た

ち
は
生
ま
れ
て
も
半
分
は
、
い
ろ
ん
な
病
気
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

七
才
ま
で
育
つ
こ
と
が
で
き
る
と
感
謝
と

祈
願
の
祈
り
を
神
仏
に
さ
さ
げ
て
い
た
の
が

「
七
草
」
の
行
事
な
の
で
す
・
・
・
。 
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少
年
少
女
会 

「 
鏡 

開 

き 

」 
 

鹿
児
島
県
で
は
「
七
草
」
行
事
を
幼
稚

園
や
地
域
で
実
施
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

七
草
が
ゆ
を
食
し
、
晴
れ
着
を
着
て
寺
社

に
参
拝
し
た
り
し
ま
す
。 

教
会
の
少
年
少
女
会
で
は
、
神
様
に
お

供
え
し
て
あ
っ
た
鏡
餅
で
ぜ
ん
ざ
い
を
作

っ
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
「
七
種(
な
な
く

さ)

た
こ
焼
き
」
を
楽
し
く
焼
き
ま
し
た
。 

タ
コ
、
イ
カ
、
エ
ビ
、
ア
サ
リ
、
チ
ー

ズ
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
の
具
材
で
、
小
麦

粉
を
卵
で
溶
き
、
き
ざ
み
キ
ャ
ベ
ツ
を
入

れ
た
の
で
、
七
種
以
上
の
材
料
で
し
た
。 

          

                           

                           



令和８年 ２月                       いっしん 

 

- 3 - 
 

鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会 

「
定
期
総
会
」
開
か
れ
る 

 

一
月
二
十
五
日(

日)

鹿
児
島
教
会
に
お

い
て
、
鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会
「
定
期

総
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

鹿
児
島
地
方
の
各
教
会
か
ら
、
教
師
十

名
・
信
徒
十
名
が
出
席
し
て
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。 

定
期
総
会
で
は
、
令
和
七
年
度
の
行
事

報
告
・
決
算
報
告
と
、
令
和
八
年
度
の
活

動
方
途
案
・
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
連
合
会
長
改
選
の
時
期
と
な
っ

て
お
り
、
連
合
会
長
推
薦
委
員
会
か
ら
新

会
長
（
矢
野
章
先
生
）
が
推
薦
さ
れ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。 

         

                           

二
期
六
年
間
、
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
、
宮
内
正
雄
先
生
（
上
荒
田
教
会
長
）

に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

定
期
総
会
の
総
会
議
事
終
了
後
、
新
連

合
会
長
の
矢
野
章
先
生
（
加
治
木
教
会
長
）

に
よ
り
、
感
話
の
発
表
と
質
疑
応
答
の
信

心
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。 

                    

連合会の大きな行事 
 

●１月２５日(日) 

「定期総会」 

場所：鹿児島教会 

 

●３月１４日㈯～１５日㈰ 

「典楽講習会」 

場所：鹿児島教会 

 

●５月１７日(日) 

加治木教会布教 75 年記念大祭 

 

●６月６日(土)～７(日) 

「青年のひろば」 

(宮崎県連と合同「青年ふれあいフ

ォーラム」) 

 

●６月１１日㈭～１２日㈮ 

(教区)婦人教師会 

教会活き生き女性フォーラム 

場所：桜十字ホール八代 

 

●６月２１日(日) 

「信奉者研修会」 

場所：宮之城教会 

 

●８月２日(日) 

「夏のつどい」 

 

●９月６日(日) 午前中 

「女性の集い」 

場所：勤労者交流センター 

 

●９月１２日(土)～１３(日) 

少年少女全国大会 参拝 

 

●１０月２５日(日) 

出水教会布教 100 年記念大祭 

 

●１１月１５日(日) 

鹿児島教会開教 130 年記念大祭 

 

●１１月２３日(月・祝) 

宮之城教会布教 65 年記念大祭 

 

●１２月８日(火) 

「布教協議会」 

場所：加治木教会 
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お
礼
を
申
す 信

心
の
稽
古 

 

朝
目
が
覚
め
て
、
布
団
に
、
枕
に
、
服

に
、
す
べ
て
に
お
礼
を
申
す
稽
古
が
大
切

と
、
四
代
金
光
様
は
仰
っ
て
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
お
礼
を
申
す
稽
古
に
取
り
組
ん
で

み
る
と
、
最
初
の
う
ち
は
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
時
々
飽
き
て
稽
古
を
な
お
ざ

り
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

す
る
と
、
い
つ
の
間
に
は
イ
ラ
イ
ラ
し

た
り
不
満
な
気
持
ち
が
貯
ま
っ
た
り
す
る

の
で
す
。 

や
は
り
、
お
礼
を
申
す
稽
古
を
し
て
い

る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
や
不
満
な
気
持
ち
の
原

因
と
な
る
思
い
か
ら
心
の
目
を
そ
ら
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。 

実
は
、
だ
れ
よ
り
も
イ
ラ
イ
ラ
や
不
満

な
気
持
ち
の
起
き
や
す
い
私
、
お
礼
を
申

す
稽
古
で
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
て
行
き
ま
し
た
。 

イ
ラ
イ
ラ
や
不
満
は
、
た
い
て
い
原
因

と
な
る
相
手
が
あ
っ
て
、
そ
の
相
手
に
対

す
る
不
足
な
心
、
い
わ
ば
暗
い
心
が
つ
の

っ
て
い
き
ま
す
。 

そ
れ
に
対
し
、
布
団
に
、
枕
に
、
服
に

お
礼
を
申
す
稽
古
を
落
ち
着
い
て
や
っ
て

い
る
と
、
布
団
や
枕
や
服
を
準
備
し
整
え

て
く
れ
て
い
る
人
が
あ
り
尽
力
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

布
団
や
枕
や
服
を
き
れ
い
に
整
え
て
く

れ
た
り
、
時
に
は
新
調
し
て
く
れ
る
人
の

尽
力
が
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
道
具
や
物
は
す

べ
て
そ
の
よ
う
に
、
だ
れ
か
の
尽
力
に
よ

っ
て
調
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
は
信
心
の
お
話
を

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
人
に
は
、
な
ん
と
か

理
解
で
き
る
こ
と
で
す
が
、
太
陽
の
お
照

ら
し
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
、
夜
の
明
け

暮
れ
、
空
気
、
水
な
ど
の
万
物
は
当
た
り

前
に
あ
る
の
で
す
が
、
何
ひ
と
つ
人
間
が

作
り
出
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
与

え
ら
れ
て
あ
る
も
の
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
物
を
天
地
の
お
恵
み
お
働

き
と
表
現
い
た
し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
お

礼
を
申
す
稽
古
を
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
心
持
ち
に
気
を
付
け
て
い
れ
ば
、
イ

ラ
イ
ラ
や
不
満
な
気
持
ち
の
原
因
と
な
る

思
い
が
、
心
に
入
っ
て
く
る
隙
間
が
な
く

な
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

「
病
気
の
虜
（
と
り
こ
）
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
心
配
の
虜
（
と
り
こ
）
に
な
ら
ぬ
よ

う
」
と
の
み
教
え
も
、
お
礼
を
申
す
稽
古

に
よ
り
で
き
て
い
く
わ
け
で
あ
り
ま
す
。 

人
の
尽
力
や
親
切
・
真
心
、
は
か
り
し

れ
な
い
天
地
の
お
恵
み
お
働
き
に
対
し
、

少
し
ず
つ
で
も
お
礼
を
申
す
稽
古
に
努
め
、

そ
こ
を
掘
り
下
げ
、
探
し
求
め
、
味
わ
い
、

す
べ
て
に
お
礼
を
申
す
信
心
の
稽
古
を
進

め
、
幸
せ
な
豊
か
な
心
に
な
ら
せ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。 

（
教
会
長
） 
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ご
霊
神
様
の 

お
立
日 

 
二 
月 

 
 

桐
野
ケ
サ
ノ 
之

霊

神

（１
日
）昭
和
９
年 

桐
野
秋
子 
之

霊

神

（３
日
）昭
和
７
年 

中
村
照
子 

之

霊

神

（４
日
）平
成
15
年 

星
原
春
雄 

之

霊

神

（５
日
）平
成
24
年 

吉
屋
安
光 

之

霊

神

（８
日
）平
成
１
年 

川
畑
正
徳 

之

霊

神

（
12
日
）昭
和
23
年 

矢
野
政
美
大
人 

之

霊

神

（
12
日
）平
成
11
年 

野
元
和
子 

之

霊

神

（
13
日
）平
成
30
年 

小
屋
敷
慶
二 

之

霊

神

（
14
日
）平
成
４
年 

川
畑
助
太
郎 

之

霊

神

（
18
日
）昭
和
23
年 

最
勝
寺
剛
藏 

之

霊

神

（
18
日
）昭
和
47
年 

平
島
タ
キ
ノ 

之

霊

神

（
18
日
）昭
和
52
年 

福
山
一
間 

之

霊

神
（
20
日
）平
成
16
年 

中
野
重
子
之

霊

神

（
21
日
）令
和
７
年 

川
畑
幸
正 

之
霊
神

（
21
日
）昭
和
21
年 

野
口
ミ
ヤ
ノ 

之

霊

神

（
22
日
）昭
和
60
年 

永
原
初
男 

之

霊

神

（
22
日
）平
成
22
年 

大
山
テ
ル
之

霊

神

（
22
日
）平
成
27
年 

平
島
房
代 

之

霊

神

（
24
日
）昭
和
６
年 

中
島
武
夫 

之

霊

神

（
24
日
）昭
和
50
年 

桐
野
ケ
イ 

之

霊

神
（
25
日
）昭
和
２
年 

前
田
京
子 

之

霊

神

（
25
日
）平
成
14
年 

山
下
ヒ
サ
エ 

之

霊

神

（
28
日
）平
成
２
年 

宮
内
ミ
ツ
ル 

之

霊

神

（
28
日
）平
成
13
年 

 

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・
幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お
働

き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
時
に
、
ご
霊
前
で
霊
祭
詞
が
奏
上

さ
れ
、
玉
串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 

               
「
改
ま
り
の
願
い
」(

加
治
木
教
会) 

  

自
己
中
心
の
信
心
か
ら 

 

親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
に
、 

 

親
神
様
を
使
う
信
心
か
ら 

 

親
神
様
に
お
喜
び
い
た
だ
き 

 
 
 

ご
安
心
い
た
だ
く
信
心
に
、 

 

お
か
げ
を
信
じ
る
信
心
か
ら 

 

親
神
様
・
ご
神
慮
を
信
じ
る
信
心
に
、 

 
 
 

改
ま
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。 

 

 

 
 

感 

詠 

（教
会
長
）  

梅
の
花
咲
い
た
と
い
う
に
北
国
に 

大
雪
続
く
報
道
の
あ
り 

 

梅
の
花
開
く
足
も
と
ス
ミ
レ
咲
く 

一
輪
二
輪
と
も
に
け
な
げ
に 

 

昼
間
に
は
温
度
の
上
が
る
日
を
ね
ら
い 

大
工
仕
事
の
計
画
を
練
る 

 

  
 
   

 

あ
し
あ
と  

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

１
月 

…
…
…
… 

１
（
祝
）
●
元 

日 

祭 
 

正
午 

３
（
土
）
甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

６
（
火
）
★
少
年
少
女
会｢

鏡
開
き｣

10
時
半 

９
（
金
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
土
）
●
月
例
祭･

成
人
感
謝
祭
10
時
半 

15
（
木
）
連
合
会
執
行
部
会(

上
荒
田 

教
会
に
て)

10
時
半 

21
（
水
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
木
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

23
（
土
）

少
年
少
女
会

連

合

本

部 

年
次
総
会
①
日(

リ
モ
ー
ト
・

教
会
長 

午
後)

 

24
（
土
）

少
年
少
女
会

連

合

本

部 

年
次
総
会
②
日(

リ
モ
ー
ト
・

教
会
長 

終
日)

 

25
（
日
）
連
合
会
定
期
総
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て)

10
時
半 

31
（
土
）
清

掃

御

用    

10
時 
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 二

月
十
七
日(

火) 

甘
木
親
教
会 

報 

徳 
祭 

参
拝 

 

ニ
月
二
十
二
日(
日)
十
一
時
よ
り 

前
日
、
清
掃･

準
備
御
用 

報 

徳 

祭 

奉
仕 

引
き
続
き 

矢
野 

政
美 

大 

人 

矢
野
サ
ダ
子
大
刀
自
例
年
祭 

教
話 

多
良
木
教
会
長 

梅
木
博
光 

先
生 

 

《
隣
接･

関
係
教
会 

報
徳
祭
》 

二
月
八
日(

日)
 

多
良
木
教
会 

午
前
十
一
時
よ
り 

 

三
月
十
四
日(

土)

14 :00
・
十
五
日(

日)

10:00 

典

楽

講

習

会 

鹿
児
島
教
会
に
て 

琴･

龍
笛･

笙･

篳
篥･

太
鼓 

  

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

２
月 

…
…
…
… 

１
（
日
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半  

３
（
火
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

４
（
水
）
甘
木
親
教
会
初
代
立
日
御
祈
念 

11
時 

５(

木)

～
６(

金)

教
区
委
員
会(

教
会
長
・

セ
ン
タ
ー)

 

７
（
土
）
記
念
祭
実
行
委
員
会
19
時
半 

８
（
日)

 

多
良
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

９
（
月
）
清
掃
御
用 

10
時 

10
（
火
）
●
月
例
祭
10
時
半 

11
（
水
）
矢
野
政
美
大
人
立
日
御
祈
念
11
時 

12
（
木
）
教
誨
御
用 

13
時
20
分 

14
（
土
）
上
棟
式
（
星
原
家
） 

17
（
火
）
●
甘
木
親
教
会 

報
徳
祭
11
時 

18
（
水
）
甘
木
親
教
会｢

同
釜
会｣

 

21
（
土
）
清
掃
御
用 

10
時 

22
（
日
）
●
加
治
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

28
（
土
）
清
掃
御
用 

10
時 

 

一
月
二
十
六
日
～
二
月
六
日 

報
徳
祭
奉
迎 

寒
中
一
斉
信
行 

ご
祈
念･

研
修
～
午
前
十
一
時 

御
祈
念
・
研
修 

  …
… 

３
月 

…
…
… 

１
（
日
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
火
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

４(

水)

～
５(

木)
 

教
誨
師
会
研
修
会(

ご
本
部) 

８
（
日
）
宅
霊
祭
（
竹
之
内
家
／
中
野
家
） 

９
（
月
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
火
）
●
月
例
祭
10
時
半 

12
（
土
）
少
年
少
女
会 

10
時
半 

13
（
金
）
矢
野
ク
ラ
刀
自
立
日 

御
祈
念

十

時 

14
（
土
）
～
15
（
日
）
典
楽
講
習
会

鹿
児
島

教 

会 

19
（
木
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

20 (

祝･

金)

●
春 

季 

霊 

祭  

10
時
半 

22
（
日
）
●
月
例
祭･

共
励
会
13
時
半 

28 (

土)

～
29(

日)
 

 

●
御
本
部
天
地
金
乃
神
御
大
祭 

参
拝 

31
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

        

 


